
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
俳
句
協
会
の
「
第
七
回
世
界
俳
句
協
会
日
本
総
会
」
が
二
〇
一
二
年
四
月
二
九
日
（
日
）、
東
京
の
板
橋
区

立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
の
会
員
を
中
心
に
、
三
〇
名
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
奈
良
県
、
兵
庫
県
、
愛
媛
県
か
ら

の
参
加
も
あ
っ
た
。

会
場
に
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
世
界
俳
句
協
会
「
俳
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
参
加
作
品
一
〇
点
と
コ
ン
テ
ス
ト
担
当
の
清
水
国
治

作
品
五
点
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は
、
ま
ず
眼
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
耳
は
、
午
後
四
時
か
ら
の
俳
句
朗
読
。

総
会
は
午
後
一
時
開
会
、
冒
頭
、
夏
石
番
矢
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
開
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
活
動
報
告
、
機

関
誌
『
世
界
俳
句
二
〇
一
三
』
へ
の
参
加
勧
奨
と
と
も
に
、
二
〇
一
三
年
九
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
メ
デ
ジ

ン
で
開
催
予
定
の
「
第
七
回
世
界
俳
句
協
会
大
会
」
に
触
れ
た
。
メ
デ
ジ
ン
は
、
毎
年
大
規
模
な
国
際
詩
歌
祭
が
開
か
れ
る
都
市

と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
。
夏
石
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
日
本
語
、
英
語
でY

ou
T

ube

に
ア
ッ
プ
さ
れ
、
総

会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
内
外
の
会
員
も
視
聴
で
き
る
。
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日
本
語
　http://youtu.be/y0zu0oM

N
Z

rE

英
語
　http://youtu.be/h-z9oJxD

Q
aQ

次
に
参
加
者
各
自
の
自
己
紹
介
、
そ
の
発
言
は
、
俳
句
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
一
家
言
あ
り
、
ま
た
、
作
風
あ
り
、
作
句
に
背

景
あ
り
で
、
楽
し
か
っ
た
。
夏
石
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
俳
句
は
形
式
で
は
な
く
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
、
と
い
え
ば
、
形
式
で
は
な
く

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
、
と
い
う
会
員
が
お
り
、
自
由
律
で
作
っ
て
い
る
、
と
い
う
会
員
が
い
れ
ば
、
俳
句
は
定
型
で
作
っ

て
い
る
、
と
い
う
者
も
い
た
。
英
語
の
押
韻
俳
句
か
ら
俳
句
を
始
め
た
が
今
は
日
本
語
、
と
い
う
会
員
も
い
る
し
、
日
本
人
だ
が

英
語
で
作
句
、
ア
メ
リ
カ
で
句
集
を
出
版
し
た
、
と
い
う
会
員
が
お
り
、
朗
読
の
翻
訳
は
英
語
で
は
な
く
ス
ペ
イ
ン
語
、
と
い
う

会
員
が
お
り
、
漢
詩
の
韻
律
準
拠
の
作
句
を
し
て
い
る
私
の
ご
と
き
も
い
る
。
世
界
俳
句
協
会
は
、
全
て
の
言
語
に
お
い
て
俳
句

は
可
能
、
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
運
動
を
推
進
し
て
い
る
が
、
俳
句
を
豊
か
に
し
て
い
る
の
は
、
言
語
ば
か
り
で
な
く
、
全
て

の
俳
句
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
矜
持
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
、
と
改
め
て
思
っ
た
。

自
己
紹
介
に
続
き
、
世
界
俳
句
協
会
が
事
務
局
を
勤
め
た
「
第
二
回
東
京
ポ
エ
ト
リ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
第
六
回
世
界
俳

句
協
会
大
会
二
〇
一
一
」
の
実
施
結
果
報
告
、『
世
界
俳
句
二
〇
一
二
第
八
号
』
の
刊
行
報
告
と
『
世
界
俳
句
二
〇
一
三
第
九
号
』

の
刊
行
計
画
、
俳
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
推
進
、
世
界
俳
句
協
会
の
会
計
報
告
な
ど
の
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

「
第
二
一
回
メ
デ
ジ
ン
国
際
詩
歌
祭
」（
夏
石
番
矢
）、
イ
ン
ド
の
「
第
七
回
国
際
詩
歌
祭K

R
IT

Y
A

」（
鎌
倉
佐
弓
）、「
第
一
回
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
国
際
詩
祭
」（
夏
石
番
矢
）
へ
の
参
加
が
報
告
さ
れ
た
。

午
後
三
時
か
ら
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
比
較
文
化
史
家
の
平
川

弘
先
生
に
よ
る
講
演
『
世
界
と
俳
句
』。
氏
の
研
究
分

野
は
、
比
較
文
学
比
較
文
化
で
、『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
詩
』、『
和
魂
洋
才
の
系
譜
』『
小
泉
八
雲
―
西
洋
脱
出
の
夢
』『
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
―
植
民
地
化
・
キ
リ
ス
ト
教
化
・
文
明
開
化
』『
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
講
義
』
な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
り
、
広
い
視
野

の
も
と
に
多
く
の
識
見
を
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
総
会
で
は
、
日
本
の
俳
句
が
世
界
へ
ど
う
紹
介
さ
れ
た
か
に
絞
っ
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。

お
話
は
、
日
本
の
俳
句
を
世
界
に
紹
介
し
た
人
々
の
翻
訳
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
実
例
に
即
し
て
見
て
み
る
こ
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と
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
の
俳
句
を
数
多
く
英
語
に
翻
訳
し
た
最
初
の
人
物
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）。
そ
の
こ

と
は
私
も
す
で
に
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
先
生
の
お
話
は
深
く
、
ハ
ー
ン
が
な
ぜ
日
本
の
俳
句
に
興
味
を
持
っ
た
か
に
触
れ
ら

れ
た
。
ハ
ー
ン
は
、
来
日
す
る
前
に
カ
リ
ブ
海
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
島
に
二
年
間
滞
在
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
奴
隷
の
子
孫
が
話
す
ク

レ
オ
ー
ル
語
の
文
化
に
興
味
を
抱
い
た
。
ク
レ
オ
ー
ル
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
文
字
が
な
く
文
法
も
雑
駁
で
、

一
般
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
腐
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
に
注
目
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
が
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
ク
レ

オ
ー
ル
語
の
こ
と
わ
ざ
や
格
言
、
数
多
く
の
怪
談
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
面
白
い
と
思
い
、
そ
れ
を
蒐
集
し
、
記
録
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
ハ
ー
ン
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
で
や
っ
た
こ
と
を
日
本
で
も
繰
り
返
し
た
と
い
う
の
が
先
生
の
お
話
。
そ
し
て
、
ハ
ー
ン
が

日
本
で
見
つ
け
た
の
は
、
お
よ
そ
西
欧
人
に
は
詩
の
対
象
に
な
る
と
は
思
わ
れ
て
は
い
な
い
ロ
バ
や
猿
、
同
様
に
蛙
や
蝉
な
ど
が
、

日
本
の
短
歌
や
俳
句
で
は
重
要
な
詩
材
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
蛙
は
西
欧
で
は
聖
書
で
悪
魔
の
手
先
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
不
気
味
な
動
物
、
蝉
は
明
治
の
日
本
へ
や
っ
て
き
た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
や
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

ら
に
と
っ
て
は
喧
し
く
耳
障
り
な
虫
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
蝉
の
声
を
快
い
、
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ

ー
ン
は
、
西
欧
で
は
な
じ
ま
れ
て
い
な
い
カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
、
チ
ョ
ウ
な
ど
に
対
し
、
日
本
人
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
を
知
り

た
い
、
と
思
い
、
俳
句
を
広
く
蒐
集
し
、
翻
訳
し
た
。
以
下
に
実
例
二
例
。

楠
も
動
く
や
う
な
り
蝉
の
声
　
　
　
　
梅
雀

E
ven

the
cam

phor-tree
to

quake
w

ith
the

clam
or

ofsém
i!

日
さ
か
り
は
煮
立
つ
蝉
の
林
か
な
　
　
露
英

In
the

hour
ofheaviestheat,how

sim
m

ers
the

forestw
ith

sém
i!

蝉
は
イ
ギ
リ
ス
に
い
な
い
。
そ
こ
で
、
英
訳
は
今
で
は
ラ
テ
ン
語
の
学
名
に
由
来
す
るcicada

が
使
わ
れ
る
が
、
ハ
ー
ン
は

sém
i

と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
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先
生
の
お
話
は
そ
の
ハ
ー
ン
に
刺
激
さ
れ
て
多
く
の
俳
句
を
翻
訳
し
、
俳
句
を
西
欧
へ
伝
え
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
語

の
最
初
の
句
集
を
出
し
た
ポ
ー
ル
＝
ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
、
第
一
次
大
戦
の
惨
状
を
詠
ん
だ
句
集
『
戦
争
百
景
』
の
ジ
ュ
リ
ア

ン
・
ヴ
ォ
カ
ン
ス
、
俳
句
に
注
目
し
イ
マ
ジ
ス
ト
の
運
動
を
始
め
た
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
、
日
本
の
俳
句
を
西
欧
に
伝
え
た
最
大

の
功
績
者
で
、
平
川
先
生
の
恩
師
で
も
あ
る
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ブ
ラ
イ
ス
、
俳
句
の
根
底
に
あ
る
神
道
の
こ
と
な
ど
へ
と
、
実
例
を

踏
ま
え
縦
横
に
展
開
、
会
場
が
な
ご
む
軽
妙
な
ジ
ョ
ー
ク
も
ま
じ
え
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
先
生
の
お
話
を
聴
き
な
が
ら
、
私
に

は
、
西
欧
の
既
成
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
ハ
ー
ン
の
好
奇
心
、
探
究
心
に
、
常
に
自
分
の
眼
で
見
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
一

歩
先
へ
と
進
ん
で
い
た
芭
蕉
の
姿
が
重
な
る
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
ハ
ー
ン
に
多
く
触
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
講
演

の
全
容
は
、Y

ou
T

ube
（
日
本
語
　http://youtu.be/m

m
U

aI-bG
vow

）
で
視
聴
で
き
る
。

そ
し
て
、
講
演
の
最
後
は
、
笹
久
保
伸
さ
ん
の
ギ
タ
ー
を
バ
ッ
ク
に
、
夏
石
番
矢
『
空
飛
ぶ
法
王
』
に
唱
和
す
る
８
句
を
朗
読

さ
れ
、
会
場
が
沸
い
た
。
そ
の
う
ち
の
三
句

空
飛
ぶ
法
王
ま
ば
ゆ
き
今
日
の
初
日
の
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川

弘

日
英
の
句
を
両
翼
に
鳳
凰
昇
天
す

夏
石
番
矢
を
読
ん
だ
ら
落
ち
る
空
飛
ぶ
法
王

総
会
の
し
め
く
く
り
は
恒
例
の
俳
句
朗
読
。
俳
句
朗
読
を
希
望
し
た
の
は
一
九
名
、
笹
久
保
伸
さ
ん
の
ギ
タ
ー
が
朗
読
を
も
り

あ
げ
て
く
れ
た
。
以
下
、
朗
読
順
に
各
自
数
句
の
う
ち
の
一
句
を
挙
げ
る
。

憑
虚
水
底
凍
金
魚
（
虚
に
よ
る
や
水
の
底
な
る
凍
金
魚
）

石
倉
秀
樹

鶯
や
冬
の
抜
け
が
ら
食
べ
て
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾
　
佐
伎

去
年
今
年
地
球
を
ま
わ
す
神
が
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
鳳
舞
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砂
ひ
と
つ
ぶ
が
夕
焼
の
正
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
佐
弓

太
刀
魚
の
跳
ね
る
光
や
「
魚
の
棚
」

小
泉
龍
徳

海
は
成
る
神
の
し
た
た
る
鼻
水
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
和
泉

読
経
の
な
か
に
融
け
い
く
春
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
乙
女
文
子

キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
／
ペ
レ
の
子
ら
行
進
の
か
け
声
／
響
か
せ
る
　
　
　
　
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ハ
リ
ス
（
清
水
国
治
代
読
）

原
付
を
飛
ば
し
ハ
ス
の
実
飛
ん
で
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
キ
・
ス
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

淋
し
い
脚
を
組
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ね
だ
・
ゆ

太
陽
の
裏
に
萌
え
出
す
レ
タ
ス
の
芽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
下
尤
子

風
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
鯉
の
ぼ
り
が
メ
タ
ボ
だ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
塚
唯
人

桐
一
葉
覆
い
て
染
め
る
瓦
礫
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
塚
弘

空
飛
ぶ
法
王
針
千
本
が
刺
さ
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夏
石
番
矢

牽
い
て
い
る
う
ち
に
毛
布
と
な
る
駱
駝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
裕

E
lcam

ello
/

aljalarla
/

se
va

hacienda
m

anta

大
吉
引
く
手
桶
の
水
の
痛
き
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
里
満
紀

シ
ャ
ム
双
生
犬
／
分
割
さ
れ
／
片
方
が
も
う
片
方
を
食
す
　
　
　
　
　
　
堀
田
季
何

車
椅
子
森
へ
光
を
運
び
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
秀
明

風
流
る
小
瓶
の
影
の
青
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
太
郎
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